

※印欄に記入のない場合は無効となりますから必ずご確認ください。 

1 . 保証期間内でも次のような場合には有料修理となります。 

(イ)使用上の誤り、またはな造や不当な修理による故障または損傷。 ， 

(口)お買い上げ後の落下、引っ越し、輸送等による故障または指傷。 

H 火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、を害や異常電店じよる故障または損傷。 

片業務用に使用されて生じた故障または損傷。 

(が車雨、船舶にとう載し,て使用された場合に生じた故障または損傷。 

N 本書のご提示がない場合。 

(卜)本書にお買い上げ年ち日、お客様名、販売店名の記入のない場合あるいは字句を書き換えら 
れた場合。 

所消耗部品（加湿フイルター）のを換。 

2，離島または離島に準ずる遠隔地への出張修理をけなった場合じは、出張に要する実費を申し 
受けます。 

3. ごお居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

4 . 贈答品等で本書に記入してあるお買い上げの販売店に修理をご依頼になれない場合には別紙 

の日立家電品ご相談窓口一覧表をご費のうえ、お近くの窓口じご相談ください。 

5 . 本書は罵発行いたしませんので紛失しないよう大切に保存してください。 

6, 本書は日本国内においてのみ有効です。 Effective only in Japan . 

# この保証書は本書に巧示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。 
したがってこの保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保 
証期間経過後の修理等じついてご不明の場合は、お買い上げの販売店または別紙の日立を電品 
ご相談窓し]一費表の窓口(こお問い合わせください。 

♦保証期間経過後の修埋、補修用性能部品の保有期間について詳しくは、取扱説明書をご費くだ 
さい。 

修理メモ 


4 株式会社曰立製作所 を 

I 〒105-8430東を都港区巧新橋 2-15-12 電話 (03)3502 — 2111 を 


曰立加湿器保証書區壓 I 

保託期間內じ取扱説明書、本がラベル等のを意書きにしたがって正常な使用が態で使用していて I 
故障した場合には、本書記載内容にもとづきお買い上げの販売店が無料修理いたします。 I 
お買い上げの日から下記の期間巧に故榜した場合は、お買い上げの販売店に修理をご依頼の上 、I 
本書をご提示ください。 を 
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取巧説明書 

(保証書巧） 

保詰書はこの取扱説明書の裏表紙についておりまず。 

日立加湿器 《気化式! 


FV-264D 形 



このたびは曰な加湿器をお買い求めいただぎ, 
まことにあ0がとラございました。 

• この取扱お明書をよくお読みになり正し< 
ご使用 <ださし、。 

♦お読みになったをは，ご相談窓 □— お表と 
とちに大切に保をして<ださい。 



〔気^ヒぶ I 


• この如湿おは水でめらしたフィルターじ®を通して巧祭させる構をです。室巧の 
温度及び湿度 I こよって加湿■ガ変わります。温度ヴ离いほど，また湿度が低いほ 
ど舰湿置ガ多<なつてぎます。 


目次 
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この取扱説明«おぶび製品への表示では製品を正し<お使いいただき、あなたや他の人々への危害やお 
産への損害を未然に防止するためじ、いろいろなお表示を巧つています。 

その表示と意味は次のよラ I こなっています。内容をよく理おしてから本义をお読みください。 


. ^ この表示は、操った取おをすると、使用者ガ巧た- 

重傷などの可能なガ想定される巧容ぞ表示してい 
* J ます。 絵表 

A 、> A この表示は、誤った取扱をすると、使用者ザ«塞 の例 

yi \^ S を負う巧能性や物の巧塞のみの発生ガ想定される 


0 

〇 


禁止の巧為 
を表わす 

強制の巧為 
を表わす 


内容を表示しています。 


^IW 


修理技術者が外の人は、絶対 I こ分照したり 水につけた0、水をかけたりしないで<だ 
修理-改造は巧わないで < ださい。 さい。 

® 1.礁 




>発义したり、異常動作してけガをすることガあ 
ります。 



>ショー h • 感電の恐れガあります。 


吹出□を風さいだり、中に異物（ピンやが 定格 15 AI ^ 上のコンたン K を単挫で使つて 

をなどの金属物、硬貨など）を入れないで <ださい。 

ください。 ^ yr ^ mm 


G 


定胤 5 A が上の J 
コンたン h へ^ 


が 


♦巧障の原因じなつたり、 

感電や異常動作してけガをすることガあります。 


►他の器具と併用すると分岐コンセン h 部が異常 
発熱して発义することヴあります。 


お手入れの際は必ず雲源ブラブをコンたン また、めれた手で巧き差ししないで<ださ 

h からおし、て < ださし、。 し、。 


锡 ] 


运 



♦感電やけガをすることガあります。 



水樓の水は毎日新しい水道水と入れかえ、 
また、水僖は週1〜2回掃陳し、いつを清 
蒸に保って < ださい。 

•巧れや氷あ巧じより\カビや雑菌ガ繁殖し、悪 
臭ヴする場合ガあります。 

まれに化質によっては敏感じ反麻し、健康じよ 
<ないことヴあります。この場合は医師に相談 
して < ださい。 


電源コードや霉源ブラブが傷んだ0、コン 
わン h への差込みがゆ^ 
るいときは使用しない I しなし、で； 

でください。 へ^^をみ^ 


参感電•シヨー K • 発乂の原因じなります。 


巧流 100 V じ I 外では使巧しないで < ださし、。 


電源コードを傷つけた0、破摸した0、如 
エしたり、無理に巧げたり、引張ったり、 
ねじったり、また重いをのをのせたり、挟 
み逆んだりしない^ 

でください。 


交流 100 V 
外はブ>^ 


•义災-感電の原因とな0ます。 


電源ブラブをあ<ときは、電源コードを持 
たずに必ず先縮の電源^ 

ブラブを待って引きぁ 

いて <ださい。 llrrsl ^ノ 


使用時が外は必ず電源ブラブをコンたント 
からあいてください。瓜^ n 、 を一 


この加湿器は室巧(居住空間)の力日湿専用で 本がヴ傾いたり、がたつ〈ような所には置 

す。これ以外の目的では使巧しないで<だ かないで<ださい。 

さし \〇 •床面をぬらしたり、巧障の原因じなります。 

tsssKss 質ろ認諸 rj ? 暖房器の近くには n かなし、でくださし、。 

故廣\义災などの原因じなります。 ♦故障や変形の原因じなります。 


水のかわりに薬品、ミち水、40で)^上の湯な 本がの上に乗つたり、腰かけ 

どを入れないで < ださい。 _ たりしないで < ださい。 























置さ場所じついて 


裏面は，をから 5 cmm 上，ち側面は30011が 
上離して置いて<ださい。また力~テンな 
どヴ II 面を曲さガないぶラにして < ださし、。 

* ろ側面じは，室巧の湿度を想巧する装置ヴあり， 
この部ろをふさヴれますと，湿度調節器ヴ正し 
<動作しないことヴあります。 



5 anl ^ 上 


mmm 

"^0 




30 on が上 


室巧の空巧ザぶ<清巧する場所 I こ置いて< 
ださい。 


1.5 m が上 




如湿された風を壁や家具に直接あてないで 
<ださい。 


直射曰光のあたる場巧には， お 巧ないで< 
ださい。 


:巧れや，しみの原因となります。 


:変色巧おの原因となります。 


X 




X 






床画と水»の底画との間は，すき間を確保し 
てください。 

ジュータン-カーぺッ h 等ヴ，氷檀の底面じ直接 
触のますと，氷德と雰闻気の温度差 I こよって生じ 
た氷巧じより，ぬれることガあります。 

ジュ…タン’カーぺッ h 等の上じ設置する場含は， 
板などを敷いてすき間を確保して < ださし、。 


康おのおそれヴある淆巧には救:置しないで< 
ださい。 

* 巧隋の原国となります。 

•凍結のおそれヴあるときは，本体:をはすし，氷 
懂巧の水を捨てて < ださし、。 

•巧一凍おしたとさは，室巧で有然じ溶巧して巧 
らご使用<ださい。熱湯や义で;容巧しますとフ 
ラスチック部攝ヴ，変お破損することヴありま 
す。 






































使し、かた 


( l ) 笔源フラブをコンたン 
h じ差し込みます。 

(2 ) 電源スイ、ソチを「入」に 
します。 

電源ランブガ点むし， 
炊出□巧ら風ガ出るこ 
とを確認します。 

(3) 加湿*切換スイ、ソすを 
「多」「少」のいすれな 
じ合わせます。 



A ' 


切 I 


多> 


少 I 


「多」 


「少 J 


*早<湿度を上げたいとき 


* 湿度ヴ化較的高いとき 
おやすみ時など音ヴ気になるとき 


仁お買い求め当巧，または新しい加湿フ 
イルターに交換されたとき，放湿され 
た風ヴじおうことヴあります。 

これはな]湿フイルターのじおいで，し 
だいじかな < なります。 

C 設定湿度よりお部屋の湿度ヴ窝し^とき 
は、電源スイツチを「入」じしてち、電 
源ランフは点の■しますヴ風は化ません。 
^湿度ガ下ヴれば白動が)じ風ヴ出|ま^ 


K A 湿度謂節つまみを回して希望 

* 加湿器をお部屋のすみ，出!入□など風 

二 

の位霞じ設定して < ださい。 

のあたる場所，あるいは暖房器の近< 


湿度調節〇まみをな細すほ^^ 

じ置ヴれた嶺含じは巧巧する湿度ヴ変 

湿 

ど設を湿度は窝くなります。 顯 ifc 

むることヴあります。 

度 

♦ 通常は石図の「適湿の e 安」 ) 

このようなときは，湿度謂節つまみの 

の範面でお使い < ださい。 

位置を「高」または「低」の方向じ動 

設 

•厂奋」の位置で長時間運転し ち/湿衰畜節^ 

巧して < ださし、。 

东 

ますと湿度ヴ上ヴりすぎる 湿度讚節つまみ 



ことヴありますので，ごま意<ださし、。 



囚 

再 

給 

水 


>水位計の指針ヴ「0」じ 
なつたら給水します。 


=水位計の指針ヴ「0」を示してち水宿じ 
は約 2 &の氷ヴ残っています。 


口 


給 


水 


( 1 ) ぶ、たをはすし給水 □ 
巧ら静なじ水を「満 
氷」まで入れます。 



(2^ぉ水した後，みたをのせます。 


* 氷は，常温の飲用氷を用いて<ださい。 
* お水□じ(外の巧巧ら氷を入れないで< 
ださい。 

* 「満水」]^上に水を入むますと，氷ガ氷 
宿よりあ/ふむ，床をぬらします。 
(「満水」までの9 A 入ります） 

* 氷復じ水ヴ入つたままでの待ちはこび 
は静巧に巧つて < ださし、。 

♦ 氷懂巧に氷を入れたままで一遅間が上 
が置しないで<ださい。じおいヴでる 
ことガあります。 


0 電源 ON と加湿量切換 


お手入れのしかた 


♦必ず電源スイツチを切〇,電源フラブをコンたン h から巧いて<ださし、。 

♦觀明した外の部分は，夕巧しないで<ださい。な能ガ低下した〇巧ち①おそれヴあ〇ます。 


の么フイ;的一の摄除 


适に1回程度巧除して<ださい。室的の空巧を吸化みますので，吸化フィルターは，目 
ブまりし，風の出ヴお<なります。 


( D 後側じある吸化フィルターを引き上げて，はすします。 

吸込フィルター^ 

( D 掃除機などを用いて，ほこり，ごみを吸い取ります。 


( D 特に巧れガひどい場合じは，中性洗剤をうすめたお，また 


は水で洗い曰陰で乾巧します。 



編 


:みヴき粉は傷ヴつぎますので使用しないで < ださし、。 

=づソ U シ，シンナーなど澤発成分を有する/夜を使用しないで<ださい。変形変色することガあります。 
=イヒ学ぞうきんをご使用の際は，そのを煮塞じしたヴつて<ださし、。 
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巧部の掃除 


水»，ポンス加湿フィ;レターなどは乂あかやごみで巧れます。月に 2 〜 3 回撤余してください。 

* 浴室など床ガめれてもよい巧所で巧つてください。ポンプや化おフイ J レターから水ガしたたりちち 
ることザお*0ます。 


(D /ふたと* S 氷□をはすします。 

(2) 側面じある 2 個の固定つまみをはすし > ^ 

ます。 図ご參照] し 

(3) とつ手を待つてまつすぐ上に持ち上げ ； 

. ます。 佩 I I 


* ポンプ巧じ残つている氷ヴ周駐をめらすことヴあり 
ますので，よ<氷をきつて巧ら厦いて<ださい。 


(4) 加湿フィルター部をはすします。 I フィ ルター 部 

W 氷偉，スいソバーを中性洗剤でうすめた液または水で 
洗います。 


mMl 















お手入れのしかた 



加 

湿 

フ 

ィ 

ル 

夕 

I 

部 


( D フィルター巧えをろ图のようじ押 
しがけ，巧側に倒します。 

③カバー，如湿フィルタ-■をフィル 
ターミえ巧ら取りはすします。 

( D 如湿フイルターは氷またはめるま 
湯で巧し洗いします。 


* フィんターは破れやすいので洗た<機で洗ったり，フラ 
シなどでこすることは，おやめ<ださし、。 

* 破れたり，ポ□ポ□じなった加湿フィルターは使用しな 
いで<ださい。水ヴ巧び散って周囲をめらします。 



④カバ---フイルターミえなどは，中性洗剤をうすめたお， 
または氷で洗います。 



カバ- 





フイルターちえ 


フイルタ~巧え 


(5) 組なてるときは，^ィルター巧えを倒したままフィルタ 
ーミえじ如湿フィルター，カバーを取りがけたのち，フ 
イルター巧えを巧し巧け，外側に倒します。ち图ご参照 


* 茄湿 フイルターはフイルター支え 
の下端部までしつ巧り取りはけて< 

ド声:ぃ はみ出し, 

>C こ レ、 0 • ている 

またカノト-からな]湿フイルターガは 


み出さないぶう組込んで<ださい。 


鶏 S 




* が]湿フィルターの寿命は，1〜2シースンです。巧れやを化ガひどいときは，新しいフィルター（巧攝 
NQFV -257 D 010) をお頁いホめいただいたお売店から購入し，巧おしてくださし、。 


曰 

ポ 

ン 

フ 


①本化をさヴさまじします。 

感 ポンプ先端の巧を家庭用の涵ブラシなどで掃除します。 

な）ポンフ表面の巧れや化出□のつまりは，家庭用の顔フ 
ラシ，たむしなどで掃除して<ださい。 



* ポンフはお巧じはすさないで<ださい。 

振動や含ヴ発生したり故障の原困となります。 

*婦除の際に生じたがあ巧やゴ5などは取り除きます。 

* 氷をつなむすじこすり落して<ださい。 

* モーターやスイツチ類の入つている箱部じ氷を巧けな 
いで <ださし、。 

水ヴ巧巧った場合は，あ買い來めの販売店じご相談< 
ださし、。 



•お手入れがおわりましたら，元の通り組なてます。おなは分解の逆です。 
部品をな< したり，入れおれのないよラま意して<ださい。 


お画；まし A じなる延き气’トト': 

I'liiniiiiiiMiiiiiiiiiiiIII 咖 1111111 miiif II: 川 ! I II! 111111 自 I: I! 11111 ! 111111 1 !iiii]ii!Miliiiii 睡 !111111 iiii 咖 11111111 niliirnf'iMil ill III! I '1 PiiiiiiijiiMlililiittliiM 


II 剛 liinilllll ■麵 IMIIIII 画な 1111111111111 II: 川 ! lll!l 困 ^^^^ I! 11111 ! 111111 1 !llll]ll!MllllllH! 11111 li 麵 


( D 「おす入れのしなた」じより，各部をきれいに掃除したのち，曰陰でじゆう/3\’ん乾燥します。 
(2) もとの宮装箱に入れる巧，ビニール袋をなぶせて湿気の少ないところで保营します。 


II illi'l! 鼠 '! 喔伊 ^^^^^^ 1; 顆画 ■||||1ll!]i ipipif.J||| 

III II ill I! 1111 1! 111111 : I ^ 1 : i i!：' * HI 1111111 111 111 I II nl : !■ ■ i :" --i I 


一; r : 一;;. 一 r 一 I 一 111 1 11111111 ^ 

夕のよラな症がのときは異常ではありません。下表を參考にしてもラー度確おして < ださい。 
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症_が_ 庶巧するところ_ 直 し かた 

風ザ出ない 

電源プラグガコンたン h I こしつ巧 電源フラグを確実にコンセン h じ 

電源ランブガ点む 

り差し込まれています方 差し込む • 

していない 


風の出ザ少ない 


氷ガ飛び出す 


I こおいが出る 


庶巧するところ 

直し かた 

電源プラブガコンたン hi こしつ巧 

り差し込まれています方 

電源フラグを確実にコンセン h じ 

差し込む < 

吸込みフ^ルタ~ヴ，ほこり，ご 

みでつまつていません巧 

「お手入れのし巧た」 1 を参照して， 

掃徐する 

な]湿フィルタ~じ氷あなやごみヴ 

は着していませんな 

「あ手入れのしなた」 3 - B -感を 

參照して、洗をする 

ポンプの吸込□、化出□ガつまつ 

ていません巧 

「おす入れのしなた」 3 — C を参照 

して、洗淨する 

加湿フィルターガ確実に取がけら 

れています巧 

「お手入れのし巧た j 3 — 巨を參照 

して，確実 I こ取がける 

加湿フィルタ~ヴ破れたり，ボ〇 

ボ□じなつていません巧 

新しい加湿フイルターと交換する 

加湿フィルタ*-じ水あなやごみガ 

が着していません巧 

「お手入れのし对た」 3 — B -貧)を 

参照して，洗淨する 

氷德巧じちいがや腐敗物ガ混入し 

ていません巧 

氷德を洗い，新しい氷と入れ替え 

る 

























仕様 


形 

式 


巧電圧 

消 

貧電力 

最大施湿量 

適 

用床面積 

水 

樓容& 

連続说湿時間 


おブま i 

質 

S 僅置） 


...龍 I ;讀讀 I 


liiii 


もも 


li 11111111 


_ FV -264。 _ 

単相 100V 50 - 60Hz 巧用__ 

25 W (如湿量「多」のとき）___ 

6OOm0/ 時(室温21で湿度30%満水時、施湿置「多 j のとき） 
木造和室： 17m’(10 畳)，ブレノ \ブ洋室： 27の2(17畳） 

_約9& __ 

約12時間 

(僵 )450 麵 X (奥行) 270 mm X (高さ）485醒 

7.8kg 


含 垂 一 ''' た ' ム！； mhm |3'. 叫 1 り巧が 1! 

保証と夕;7ター巧一片ス胃斬續 


iilll 


■保証書（この商品は保証書巧きです） ■補修苗性能部品の最低保有巧間 


保証《は，必ず「お冥い上げ曰-販売店名」などの 
紀入をお確かめのうえ，が売巧なら受けとってい 
ただぎ，巧容をぶ<お統み①あと大切に保管して 
<ださい。 

•保証期間はお買い上げの曰なら1ホです。 

■修理を依頼されるとぎは 願修理 I 

「巧巧かなでと思ったら J の頂目を巧べていたださ， 
なお異常のあるときは，使用を中比し，お冥し、上 
げの販売巧じ修理をご依巧< ださし、。 

ご連絡していただぎたい巧容 


攝各*おす名 

曰な加湿器 FV -264 D 

お賈い上げ曰 

年月 曰 

巧障のが況 

できるだけ具化的に 

往 巧 

は近の目 a 筹ちをわせて 

電話 

j 

L _ 

i お名前 

! 

I 

I 訪問ご希望白 I 

i 


♦保紐巧間中は 

修理に際しましては、保証害をご提示 < ださし、。 
保証書の規定に従って，販売ちヴ修理させていた 
ださます。 

♦保强期間が遇ぎているときは 

修理すれば使用できる場合(こは，ご希望じより修 
理さだていただきます。 


当なはこの如湿器の補修用性能®扁を裝造巧切を 
最低5ホ周保有しています。 

•補修用な能部爺とは，その商攝の機能を維持す 
るためじ必要な部品です。 

■修理料金の仕組み 


修理お金=巧術お+部品代+出!張がです。 


巧術な 

巧馆した 製 おを圧常に修復するための巧をです。 
按術.ちの人件資•按術 お育ち •測を 機器等お儀 • 
—般管理賣等ガ含まれています。 

- --- - - - —----1 


部品代 

修理に使用した部お代金です。その他修理じが 
巧する部な寄を含むお含ちあります。 



製 おのある お 巧へ按術者を 巧ち する 巧 含の ち 用 
です。別途駐車が金をいただ < 巧 含ちあります。 


■ ご不明な点や修理に関するご相談は 

修理に関するご相談おびじご不明な点は，お買し、 
上げの販売店または最寄りの「ご相談窓□」(另リ添） 
にお簡い含わせ <ださし、。 

■お居されるとさは 

ご転居じよりお買し^上げの販売店の又フターサー 
ビスを受けらのな<なる場台は，前ちつて販売店 
じご相談 < ださい。 

ご転居先での曰なの家電品取扱店を紹介させてい 
ただきます。 


MEMO 



長をご使用の加湿器の為検を/ 


♦加湿器の保巧用性能部品のを化保有期間 
は、製造む切を 5 年です。 


株式会社曰立ホームテック株式会社曰立製作所 

干 105-8430 東京都港区西新橋2-15-12電話 （03)3502—2111 






















